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第三十五同日本外科率舎総合演説傍聴記

第一日 口 口 子

2l 縫合用絹赫J賓験的研究 慶大外科 小野田 肇

日本外科事曾ニ於テハ外fl・・撃ノ基礎的ナ研究ノ琵去ハ＊ダ少ナ f。調逸外科・撃曾ニ於T

CatJut I 消毒ガ大問題ニナツテヰルノト主壮kシア奇異ノ感カ‘アル。

我々ハ 1）ノ宇山氏及ピ本週ノ演普ニ十分ノ期待ヲ持ツアヰタ。殊ニ宇山氏ノハ消毒困難ナ

腸線ノ L完全，理想的消毒法1 トJフノデグツテ非常ナ期待ヲ持ツアヰタノデアJレガ何故ニ扶席

ナドシタ／デアルカ。多数ノ聴衆ヲ東京7 デ招待シア世キノドラ『 I'人(r~と席』ハ無責任デハナ f

カ。出演昧席ノ電報位ヲ打ツテ曾日ニ陳謝スペキアアツタ。

2）ノ絹係ノ研究モ相官ニ面白 f。演者ノ賞験的方法が全部疋首ナモノトシ九 3%1L才キ

シフルつダ絹様ノ完全F消毒が出来Jレトスレパ大費便利デ．アラク。此様ナコトナヨ皮宵（手）ノ

消毒ニモ沃度ヲ佐シテL才キシア Jレ1 ヲ使用スペキグア ｝~ ガ，従来妓果的ト考へラレア居 Jレ沃度

ガL才キシフル寸ニJ.J｝レ結果トナツタ Jハ一寸異様ニ感ゼラレル。

3）創 傷J物理的性放（特二其J温度＝就4テ） 金大熊野御堂外科 成 瀬 桓

演者ハ電気検温器ヲJHヒテ，炎症ノア Jレ所ハ局所温度が高ク．炎症が治感シア肉芽ノ性昧ガ

良クナJレト温度がF；レト fフ事ヲ立誼シタ。我々カ’診断ヲ下スタメニ共ノ補助トシア種々ナ機

械ヲ使用スル事ハ差支ヘナイ。否，結構デアル。併九臨床家トシア常ニ心スペキ事ハ，物々

シfi草具ヲ用ヒス、ニ，／－H来Jレダク正確ナ診新ニ達セントス Jレ労力デアル。共ノ：本末ヲ崩倒ス Jレ

時，臨京家トシアノ護遺向上ハ静止（退歩）ス Jレデアラク。

他ノ検温法ヤ診断方法ト比較シテ電気検温器デコ Y始メテ診断ガツクト言フ様ナ事ヲ立謹シ

テ貰ハヰパ kontrollloseArbeitデアツア事術上ノ；業績トハ巾サレヌ。

4) 諸種温浴JJ創傷治癒二及ボス影響＝就テJ賓験的研究

北大柳外科 柳 批

（他3名）

5) ト共ニ何レモ未完成ノ仕事デアツテ評スル程ノ事モナイ。唯，本演説ニ於クル様ニ 1ツ

ノ教室デ津山ノ教室員ガ寄リ合ツテシタ仕事ア共ノ教室主任Jl纏メテ費表スJレノハ親切ナヤリ

方デ聴ク方モ了解ニ便利デアJレ。

7)' 8)' 9）ノ各題ハ何レモ全身麻酔，直腸麻酔ニ就テノ研究デアツタ。 由来西敵諸園ニ於
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アハ L麻酔1 ハ重要ナ研究題同 ノ様テアル。 Lアグェ ）1-チン1直腸麻酔ガl喧シク言ハレタ時モア

ツタ。我園デモーl＠＼ハ真似テ見ナ fト気ガif''.lf-7ヌラシイー

我々ハ局所麻酔デ如何ナル手術デモヤツテヰ Jレ。ソ シテイ11Jノ不都合モ感ジナ f；現在ノ欣態デ

ハ今夏全身麻酔ャ直腸麻酔ヲ研究スル必要モナイ様ー思フ n

併シヤルナ ラバ，モツト仮本杓ナ研究ヲスル人ハ無イカ。印チ全身州cllifデハ患者ハ何等疹痛

ヲ訴へナクテモ手術野ニ於クル鷲痛的刺戟が Medullaoblongata J循環及ピ呼吸／中幅ヲ間断

無ク刺戟シテヰルカラ術中乃至fflj後ニ於テ不快症状が起リ易 4。ソレニ反シテ局所麻酔或ハ体

連附f（僻テハヨシ患者が多少主主痛ヲ訴へテモ夫ハ極微デアツテ決シテ手術野ニ於クル護嫡的刺戟

ノ全部が Medullaoblongata / 上記 2ツノ中憾ヲ遠慮ナ シニ刺戟シテヰル次第デハナィ。ソレ

デア Jレカラ此ノ後ノ 1;11酢カ－法ノプJ・ Ji手術 rl·•多少疹痛ハアツアモ術中術後ノ不快症AAガ軽微デア

Jレ。是ガ『全身~酔』ト「局所~酔』トノ棋本的ノ相違デア Jレガ，是ヲ寅験的ニ鮮明ニ立誼ス

Jレ人ハ無4カ。

9) へJ追加， gpチ Avertin肺酔中絶削トシテ Coramin J i. v.或ハ i.m. J注射ハソレ

ガ異質ナラ パ注目シテ良f。Sじopolamin 中毒ニ到シテモー炎放ス Jレモノデアル。

12）宰丸移植ト基礎代謝 北大西川外科 三 上二郎

斯ウ日フ演題デ製曾グ物ヲ 首アノニハ症例が少ナj品ギJレ，殊ニ腹筋内へ移縦［シタ宰メLノi革命

ガ「検索サレテヰナ f：事ヲ遺憾トス Jレ。歩手）Jハえデア Jレガ診断・ ifi1M・7象防ニ向ツアノ寅JiJ1~値

ハ雌メテ齢、ナイ仕事アアル。

遁 加 2. ｝広浪修 一 ・岩城 連

肉腫が Impedin ヲ含街スル事，従テ肉腫が微生物性 ノモ ノナル工事ハ~ニ青柳，平尾雨氏ニ

依ツテ報告 すレタ。誌ニ又藤浪，むJ成羽氏ニ依ツテ．高Ii者ハ肉腫ノ 11"正汎ナ種類ニ亙リ，喰菌現

象ヲ指標ト シテ，後者ハ血中凝集索産生ヲ指標トシテ何レモ肉腫組織ノ lmpedin 反肱ヲ謹明

シ，『肉腫ノ成区iハ徴生物性』デア Jレ事ヲ断言シタ a コレハ無論烏潟毅授ノ ；主張グア Jl-。

出ii.良氏ユ依レパ Rontgen棋が肉腫ニ奏放スル理由ハ Rontgen紘ガ肉腫組織ノ有スルImpedin 

ヲ破却シタ結果，喰d撞作用ヵー旺盛トナ Jレ鴻デアJレト説クノハ極メテ商白 4。斯クア，行キ詰ツ

テ居タ i..jj重蕩1 ノ世界ニ新シキ研究方向ヲ示シタノハ鹿賀ニ湛へナイ。

東京醤事新諸本年6月23日設庁第＇2884競ニ本間武吉ト日フ人jfL 1ムペヂン寸ハ X線ニテ破却

サレルコトハ既ニ干i{'f-・字野諸氏tf報告シテ居Jレ（無論烏潟致授ハ1917年ニ夫ヲ護表シテ居ラ

レル） ト ~II置キシテ『所デ肉腫 J L fムペヂン寸モ同様般寝サレル事ハ賞然デアJレガ云々」トill

ペアヰJレ。

何ヲ言ツテヰJレノデアJレカ。本間氏ノ口振リデハ肉腫ェハ営然L-fムペヂン「ガ含有サレテヰ

ルモノデアJレ事ヲ自明ノ事ノ様ニシテヰJレ。藤浪・岩城氏等ノ報告ノ；最頂鮪ハ『人間ノ痛デハ

L 4ムペヂン＇Jl立謹サレナカ ツタ ガ，人間肉j匝ダハi除外例無 シニL..fムペヂン1が立謹サレタ。
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ソレデアルカラ肉腫費生ノ原因ハ微生物性デアJレ』ト言フノニ在Jレ。是ガ此ノ演説ノ聴キ所デ

アル。夫ヲ諒解セス泊ニ『肉腫ハ首然L-fムベr：.－－，ヲ含有シアヰルモノデアJレ』カノ女11キ説話ヲ

スJレノハ全ク以テ情ク無4：事デアJレ。モ少シ報告ノ接心ヲ把握スル様ニシテハドクカ？

感性腫虜納l胞ハ X線ニ針シテ健常細胞ヨリモ抵抗力ガ弱4ト日フノガX線治療ノ；根本ダア

ル。然Jレニ同ジク悪性デモ癌腫ハ殆ンド治ラス・ニ，肉腫ノ一定%ハ殆ンド全治スルノハ如何ナ

Jレ語ダアJレカ。 L-fムペヂン，， ；有無ノ闘i系が此ノ雨者ノ差ヲ説明スJレモノデアJレト言フノガ藤

浪氏ノ見解ヂアル。今日 7 デ演者以外ノ何人ガ此ノ雨者治療的ノ差異ヲ説明シ得タ者ガアリ 7

スカ？ 誰一人トシテ夫ヲ説明シタ人ガ無4ノデアル。

先方ニモ首方ェモ双方ニ田地ガアJレナラバ本間氏ノ所謂我国引水モ出来ルガ藤浪氏1人ダク

ガ「説明ノ田』ヲ所省シテ居Jレノミデアル際ニハ我田引水ト言フ様ナ事ヲシタクアモ出来様ガナ

ィ。上＝遇ペタ明白ナル差異ヲ説明シ得ル藤浪氏以外ノ他ノ問地ノ所有者ハー韓誰デアルカ，

姓名ヲ知リタ fモノデア Jレ。

議デ想ヒ出スガ， 4,5平副j－日本外科感曾デ人間ノ癌ガ免疫血清（？） ／注身・fデ治癒シタト

カ何トカ述ィ立ァ、， .r~潟敬授ノ「制｝誼」ニ閥スル Horror autotoxicus (Ehrlich) I説明ニ楯

ヅ 4テ居ツタ研究者ガアツタガ，共人々ハ共後何底へ消エ失セタノデアルカ。『ドーデス，人間

ノ痛ガ共注射デ治リ 7 シタカナ？」。

14) Locus minoris resistentiae J研究 京 大 外 科 吉 田 久 土

皮下結締織及ピ筋肉エ於ア Locusminoris resistentia＇：！ヲ賓験的ニ誼羽シタ Jハ面白 4。夏ニ

是ニ依ツテ局所性白働免疫／獲得が端的ニ誼明サレ，烏潟教授ノ喰細胞売疫・撃説ヘノ直接ノ謹

嫁が 1 ツ増加シ九同時ニ 7 タ煮沸免疫元ノ針Lワクチン1優秀l~E ノ伝謹モ頗Jレ鮮カア何人モ追

従モIH来ヌシ，文句／ツタ様モナ 4デアラク。痛快極 ＂？） レ研究デアル。

15) J 追加 九大外科 河野信勝

面白 f着想デアJレ。糖尿病ト外科的疾患トノ緊密性ガ幾分デモ明白ニナツタ事ヲ喜プ。

22）所謂特韓脱痘J研究 新潟中国外科中田瑞穂

演説／仕方ハ月1心深ク流石＝老巧デアル。症例ハ少ナ fクレド纏メ方ハ大盤上手デアル。

演者ガ特護性脱症ノ保存的療法ヲ企岡ス Jレヤ終始一貫，頑張リ通シテヰル勇気ト忍耐トハ

賞賛エ値スJレ。

周知ノ如ク，脆痘 Jj茎痛ハ島モ嵯へ難キモノ、 1ツグアjレ。コノ ：属品患者ハ狂気ノ椋ニナリ，

自殺ヲサへ企f-；レ者モアリ．醤者トシアモ坐硯スJレニ桂へヌ事モ多 4モノデアJレ。此ノ苦痛ヲ

ンツト半俸サセ Jレ事ハ却々困難デアル。中間教授及ピ教室員ハ心ヲ鬼エシテ頑張ツタノデアラ

ワ。是即チ言フガ如クェ壊直ガ治ラヌコトノ反謹デコソア Jレ。

シカシ末梢ガ壊直ニ陥ツテ来Jレト． ソレカラボツポツ『脆症』ハ治ツテ行クトノ、，サアモ援

妙ナ物ノ言ヒ方グア Jレ。壊痕ガ一時起リカクタガ併シソレガ恢復シア健常ノ：如クナツタノナラ
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ハ『脱痘ガ治ツタ』ト言へJレガ，壊死ニ陥ツタ組織ガ壊死ノ僅デ周囲健常組織カヨ分界サレア

脱落シタノデハ脱症ト日フ病気ガ治ツタトハ言ハレナ f。ソレトモ中間教授ノ臨床デハ特護脆

症患者ニ L＂＊ミ術部ノ壊症寸ガ現ハレ Jレト，共ノ時期カラシテ動脈管ノ閉塞性内膜炎tl消退シ，

一旦現ハレカクタ壊死組織モ再ピ蘇生シテ健常トナルノデアリ？スカ？

『特設脆症ト日フ疾患ハ共ノ本然ノ特長トシア，壊死部ダタガ分界脱姐スJレト共ノ N:Aiハ疲痕形

成デ兎ニ角ニ創液ガ「漏出セヌ 7 ダニ上皮被覆ヲ遂グ得Jレモ／デアル』ト日フ認識ヲパ． 4キナ

リ『壊死が起リカタ Jレト脱痘ハ治Jレ』ト日ア形式グ表示スルノハ恐レ入ル次第デアJレ。

壊死組織ヵー脱落シテ其ノ創商ガ擁痕ニナツタノハ脱庖ニ原因スル病的損傷（palhologische 

Verletzung）ガ第二期治癒（sekundareHeilung）ヲシタノデ・アツア屯モ『脱直ト日フ疾患自鱒』

が治癒ジタノデモナクレパ又ハ『壊症ニ陥ツタ組織』ガ治ツタ（蘇生シタ）ノデモナ 4。此ノ i様

ナコトヲ直ク’様『脱mガ治ツタ」ナド、主張サレテハタマラヌ。

？タ壊死ガ費生ス Jレ迄ノ間ハ特設脱痘患者ハ随分劇シ f症AAデアノレカコ一旦少シデモL壊死1

が設現シカタルト共ノ時ヲ分界トシテ諸症が銑惇シ，一旦起リカクタ壊死モ治ル（蘇生ス）ト言

フナラバl甑白 4カう事責ハ然ラズ，壊死ガ超リカタルトー居諸症（特ニ自費痛）劇甚トナルモ

ノデアJレ。壊死性質化ガ進行シア全ク壊死脱落ス Jレカ或ハ全身循嘩系カラ生理的ニ遮断サレJレ

ト法＝始メテ自費痛モ経緯ス Jレ。ソレハ首然デアJレ。此様ニシテ諸庄ヲ我慢サセア居Ji，コトガ「

出来レパ，動脈管腔／血液輸送力エ相官シタダタガ残存シテ共他ハ壊死脱落シ創i国モ重大ナ Jレ

二次的感染無キ限リ疲痕性ニ上皮被笹ヲ途ゲ得JレノデアJレ。コレハ」脱出1 ガ治ツタノデハナ

イ，組織壊死脆落後 J~倉IJ面寸 tl上皮被覆ヲ遂グタ 7 デノコトデアル。

L壊死カ。費生ス Jレト脱痘ハ治Jレ1 ト言フノハ非常ニ誘惑性ニ富ンダ表示デアルガ，共賞非常ナ

ル Paradox デア Jレ。此際一旦壊死ニ陥ツタ組織が再ピ蘇生シテ健常ニ復師ス Jレノグナクレバ

L脱痘ハ治Jレ寸トハ謂ハレヌモノデアル。而シア一旦壊死ニ陥ツタ組織が治ルノハ死人Jl蘇生ヨ

リモ夏ニ不合理デアJレ。壊死細胞（組織）ヵ・蘇生シタナラバソレハ壊死デハナカツタノデアル。

中回数授以テ如何トナスカ。

忠側組織／酸素消費ニ開シテモ中国毅授ハし少シモ 02ハ消費サレテ居ヨヌ寸ト言ハレタ。共

様ナコトハ断然アリ得ナイ 。無論患側デハ組織細胞ノ生前力カ。正常デハナイカラ健常組織程ニ

ハ 02ヲ消費セヌデアラク。壊死ニ陥ツタ程度が進行スルニ従テ目院議消費ハ減少スルデアラウ

ガ『チツトモ酸素ヲ消費セヌ』ナドハ嘘デアル。コノ J隊ナコトハ常識デ判明ス Jレ。一々貰験セ

ネパ判ラヌ程ノ：事柄デハナイ。

中国毅授／、演説が済ムト曾長ハ何ヲ思ツタカ起立シア御鵡ノ i僻ヲ~ペタ。之ニ封シテ中間教

授ハ「特ニ長時間ヲ使用シタ私コソ御融市スペキデ，曾長ノプ1・カラ御醐ヲ言ハレル筋ハナ f」

ト返サレタ。至極右モグト思フのー曾員ノ演説ニ針シア曾長ガ一々起立シア御瞳ナドヲ述べJレ

ノハ醜態デアJレ。曾長ハ｛義雄拘ナ御座ナリノ台辞ヲ述べ、Jレ事ヲJ.l::メア，モツト突キ込ンダ内容
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ノ批判ヲナサレ夕方ガ事術的デ良イト思フ。共鶴ノ曾長デコソアノレ。

外科接合ノ曾長席ニ坐Jレ人／仕事ガ只『御追加，御討論ハアリ？セ ンカ，（一寸間ヲ置fテ）デ

ハ何々君H ・・・・Jト蓮ペル事グナダト シタラ，官民カ聾デナイ限リハ中毒量生ニダツテ出来Jレデア

ラウ n 一瞬時モ曾長席ヲ去ラヌノハ演説ヲ批判シ，討論ヲ審判シア金製曾ヲ接術的ニ指導スJレ

嬬デア Jレ。 3日間タゾ木像ノ様ニ曾長席ヲ占メテ居Jレグナデハ何／役ニモ立タヌ。コンナコト

子、ハ曾員へ皐術的精神ヲ鼓吹（inspirieren）スルコトナドハ思ヒモヨ ラヌ。

第二日 0 0 子

25）動脈融損部ヲ補充セJI-静服片J運命＝就4テ（第1報） 大連病院外科 北 村 政

賞際ニ賞ツテ斯様ナコトヲ嬬シタイ揚合力、多々アJv，ガ北村君ノ今岡ノ護表ハ主トシテ移植

静脈片ノ組織接的検査ニ止ツテ居タ。猫ホ演者ノ血管縫合法ハ草ニ連続的遺周縫合テアツタガ

之ダクデハ寅地臆用ニ際シア危懐ノ念ガアJレ。向後ノ研究ニヨリ臨床ニ利用サレ得Jレ日ヲ待ツの

千大瀬尾外科 荘 司 康24）筋肉レ線撮影法＝就テ

25）後縦隔軍撮影法Z就テ 千大瀬尾外科 鋤柄秀

局所組織ヲ損傷セヌ遺影脅lガ世ニ現ハレテ以来，組織叉ハ韓腔内へ造影剤ヲ注入スJレヨトガ，

殊ニ外科醤ノ手ニ依ツア行ハレJレ椋ニナツタ。此ノ 2題モコノ潮流＝乗ツテ生レタ 1ツノ ；女子4

思ヒ付キデアル。カ両者トモニ設現シタ陰影ノ意義ヲ縮努事スJレコト．即チ（陰影ヲ譲ムコト）

ガ充分デ無カツタ。然シ今後ノ経験ガソ／讃ミ方ヲ教へテ突レJレ。多数ノ症例ヲ重ネ臨床上ノ

役ニ立ツ様ナ努力ヲ希望スル。至喝。

26）結縁性膿胸誼z陳書性膿胸J:療法Z就テ 金大石川外科 設司祭 順

肺結緩症ニ封スル肋膜外脊椎側胸廓成形術ヲ膿胸ニ膝用シタモノデアJレ。叉同ジ術式ヲ京都

府立曹大ノ今津氏ガ追加シタ。別ニ目新シィ；方法デハ無4カ1我等ニハ日頃カラ此ノ；術式ニ封

シテ異議ガアJレο 此ノ術式ニヨツテ胸廓ガ縮少シ胸腔ガ狭陸トナ Jレトキエハ，肺ハ首然座縮セ

ラレテ， ソノ作用ヲ替ミ得ナクナ Jレ。胸廓ノ縮少ガ永久的デアJレ以上，肺モ恒久的ニソノ機能

ヲ失フ諜デア Jレ，換言スJレナラ パ，脊椎側胸廓成形術ニ依ツテ該側肺ハ全身生理作用カラ機能

的ニ除外サレJレノデアJレ。

然シナガラ結援性及ピ陳蓄性膿胸ハ他ノ方法デ， f毘令死腔遺残ガアツテモ治リ得Jレモノデア

リ，ソ Y揚合該側肺ハ再ピ ソノ；機能ヲ恢復スルノデア Jレ。

故ニ此ノ ；術式ハ肺ノ funktionelleAmputationデアツテ，警へテ見Jレナラバ，四肢ニ於テ他ニ

治療方法ガアJレニモ拘ラスコ最初カラ切断術ヲ行フト同一義デアJレ。デアJレカラ最後的ニ試ミ

Jレハ宜シイガ，先ヅ第1ニ行フペキ最良法トハ考へラレヌ。

27)頭部交感神経切除J胸腔内吸牧z及ボス影響＝就テ潟大卒Ill外科 森 健 一
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追加頚部交悪神経切除術J呼吸，呼吸量及ピ胸腔内塵＝及ボス影響Z就テ

北大柳外科 玉 員 俊 雄

玉虞君ガ頚部交感紳経ヲ切除スルト反ツテ交感神経緊張度ノ増大ヲ来タスト論ジタノニ針

シ，阪大小津教授ノ質問ガアツタ。郎チ交感神経ヲ切除シタコトーヨリ vagusliemmend ニ作

用スル XナJレ物質ガ産出サレJレト考へラレヌカト。之ニ臆ジテ柳教授ヲ始メ粛藤・野口氏等ハ

此ノ：事責（邸チ交感神経切除ニヨル交感神経緊張度ノ増大）ヲ認容シ夕方r，其ノ本態ニ開シ与

ハ畢寛臆測ヲ以テ駁シ，臆測ヲ以テ~へタニ過ギナカツタ。

交感神経ハ四通八達デアツア 2,3ノ節欣索紳経節ヲ切除シタ位デし交感神経ヲ切除シタ 1ナ

ド大キナコトハ申サレヌ。血管殊ニ動脈管ノ：壁ニ分布シア居Jレ交感神経網ナドハ Foessterーヨ

レパ 1ツノ系統（System）ヲ形成シテ居ツテ節欣索ナドトハ無関係デアJレ。臓器特ニ肺ナドハ

血管ノ多イモノデアルカラ節欣索ニ無闘係ナ Jレ他ノ交感神経網カラモ支配サレテヰJレト考へテ

モ決シテ失嘗デハナ 4。

？タ一方ニ於テ（紳経ナリ，腺細胞ナリ，凡テ組織ノ）機能ガ犯サレルト他方ニ於テ相似／

機能ガ代償的ニ必要以上ニ昂進スルノハ生物事上ノ原則デアJレ。

ソレデアルカラ節欣索神経節ノ 2,3ヲ除去スルコトエヨリア此ノ通路ヲ辿Jレ交感紳経ノ機

能ガ障醍サレルト今度ハ代償トシテ共ノ臓器乃至組織中ニ分布シアヰル動脈管壁ニ在Jレ交感神

経網ノ機能ガ昂進シ， ソノ結果全瞳トシテハ一過性ナル交感神経緊張度J増大ガ立謹サレテモ

何等不可解デハナ千ダハナイカ。

28）竺主I2.民病Z針シ甲蹴腺肥大切除術｝ ＝.ヲ施：：.~JI-場合ト．

頚部交感神経節切除ヲ追加シタ場合ト J比較成績＝就テ

別府 野口雄三郎，鈴木 絡，伊藤 JI"

三三主£2_氏病眼球症欣ニ針シア，土と主主氏徴候ヲ利用シタノデアJレカコ甲欣腺切除ト交感

神経節切除トヲ系統的ニ組合ハセテ臨床上＝~用シ且ツ雨者ヲ比較シタノハ佳f 。大肇ノ臨床

デスペキ程ノコトヲ地方ノ病院デシタノハ夏ニヨ f。何事ニヨラズ比較セヌト進歩ハセヌ。軍

調ノ；存在グナノ報告ハ非製術的デアル。

29）脳下垂瞳前葉J 甲蹴腺賦活物質二ヨ JI-賓験的竺主~雪氏病ト副腎ト J関係

東大青山外科 天野 ヂ

題ガ示ス様ニ脳下垂樟，叩欣腺及ピ副腎トノ相互闘係ニ就テノ寅験成績ヲ述ペタノデアJレ。

近時事曾デハ一般ニ表ノ大ナルヲ以テ誇トス Jレ傾向ガアルガ，此ノ人ニハ表ガ無カツタカ「聴夕

方・ニトツテハ矢張リ L耳1 カラト同時ニし眼寸カラモ，内容ヲ注ギ込ンデモラツ夕方・ガ呑ミ込

ミ易 4。

然シ矢駄羅ニ数字ヲ列ペ：.・，：テタ表ヲ掲グ，潰壇デ調リ合賄ニソノ表ヲ引キ宅ツア居Jレ持ナノ

ハ迷惑千蔦デア Jv, ドクシテモ表ハ一日デ明瞭ニ判カル様ニ曲線トカ模型同等トカデ示シア貰
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ヒタ 4。一目瞭然タル表ハ演者／頭脳ノ良サヲ示スモノデアルカラ誰ニデモ所望出来ヌ。併 シ

誰デモガ努力スペキコトデアル。

30) Lアタロメガリー寸手術治験例 京大外科 荒木千里

脳下垂韓手術ニハ硬膜外前頭術式ヲ以テ標準術式トスペシト云フ提唱ニ針シ曾員聴衆カラ賛

否何レノ遁加毛無カツタ。

コレハ他ノ Klinikニ於テモ， LFall ガ無イカラ何トモ言へヌ1トイフ諜デアラウ。寅際現在

J Eingeweide-Chirurgieェ較ぺJレト，脳外科ハ濁米ニ針シテ恥シ 1J伏態ニ在Jレ。オ互ニ内科ト

カ精神科トカノ方面ノ人ガ脳外科ヲ理解シテ患者ヲド ンドン選ツテ貰ヒ度4モノデアル。袖カボ

無クテハ振ラウーモ振ラレヌ道理。外科拳ノ進歩ノ ：属ェ義侠心ヲ出 シテ欲シイ（遁記ヲ見ヨ）。

31)馬尾神経部孤立性LJ－｛リ Jーム寸J刷出治験例 岡大石山外科 石山幅二郎

Neurinom ト Neuro自brom トノ医別ハ Cushingデナタレパ一寸判ラヌカモ知 I/ヌ。演者ノ

相不安ノ達鰭ニヨツア，飽カスA且ツ，理解 シ易ク聞クヨトガ出来タ。

楽ナ気持デ聞4ア居テ．共ノ内容が徹底的ニ解カル演説ハア？リ無1' ヒド fノニナ Jレト，

立テ績ナニ原稿ヲ諌ミ上ゲタリ，枝葉ニ亙Jレコトヲ長々ト述ペタリ．サテ本論ニナツア時間ニ

迫ラレ念ニ原稿ヲ請ミ上グタリ，或ハ尻切レ暗蛤ニ終ツタリスJレノガ7 ダ7 ダ多ィ，壊曾＝於

テ輿へラレテ居ル時間ハ橡メワカツテヰ Jレ害デアJレ。演者ハソノ時間内ニ殺果的ナ費表法ヲ講

スツレヤクニ努力スペキ義務ガアJレ。サモナタレバ聴衆ニ劉・シテ相情7 ヌ語デア Jレ。本曾デ演説

セントスル曾員一同石山氏ヲ模範ニスJレガヨイ。

32）脊髄硬膜嚢挟少F其J治療法（第2報）

35）限局性脊髄膜炎J臨床知見補遺

阪大小津外科 中川正美

慶大整形外科 岩原寅 t 猪

中川君ノ硬膜麗狭少ニ向ツテノ硬膜ノ切開或ハ切除ニ針シ岩原，来須君等ノ賛成遁加ガアツ

タ。硬膜ノ開放性廃置ニ醐シテハ周固軟部組織ノ轍密ナ縫合ニヨツテ Liquorfistelヲ防止シ得

ルコトハ既＝定説ガアル。

今年ノ此ノ脊髄問題ニ閥シテハコレハト感ジタ目新シイモノハ無カツタ。来年ハ宿題デア

Jレ。宿題ハ決シテ綜詫デハ無4。来年ハドウカ報告者／鮮血ガ脈々トシテ博動シテヰル様ナ霊

魂ノアル痛快ナ報告ヲシテ頂キ度ィ。

36）癒摘＝封スル脳皮質級引除去法＝就テ 名大鷲藤外科 粛 藤 虞

Krause等ガ Hirntumor..：.向ツテ行ツタ吸引除去法ヲ顕痢ノ脳皮質切除ニ服用シ，且ツ蜘昧膜

下＝之ヲ行ツタノハ．ヨイ思ヒツキデアル。然シ脳皮質切除モ従来ハ後遺症欣多ク，且ツ永久

治癒ハ疑ハシイトサレテヰル。果シテ如何ナ Jレモノヵ．教授ノ Dauerresultate ノ報告ヲ早ク

知リ度ィ。ソレニ脳皮質ナドハ好ンデ破壊切除スペキモノデハナィ。蹟痢持チデアツタナホ・レ

主と一世ト瀦藤教授トガ時代ヲ同クシテ生存シ此ノ様ナ手術ヲ主主丘三とエ施シタデモ アツタ

ナラパ彼ハ敵洲ヲ席巻シ得ナカツタデモアラヲ。
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3S）超腹膜腎切開術 京大外科 繭間三語、

40>前方経路＝ヨル腹膜外腎臓手術術式 京府大 来須 E男，棲井雅四郎

同ジ京都カラ時ヲ同ジクシテ同ジ様ナ費表ガアツタ。皮切等ノラ｜ミ節ニハ差ガアツタガ，根本

ノ；術式ハ雨者全ク同ジデアル。ソシア雨者ハ共ニ本法ノ利瓢ヲ皐グ，此ノ術式ニテ腎摘出ガ英

ダ容易ニ行ハレ得Jレコトヲ~べ幅間君ハ『故ニ本法ヲ腎摘出ノ標準術式トセヨ』ト論ジタノ

ニ針シ，樽井君等ハ腎摘出ノ術式選揮ヲ臨機謄；鑓ニ行ヒ『摘出ノ容易ナモノハ従来ノ斜切開法

ヲ以テシ，摘出困難ナモノニ本法ヲ用フペシ」ト~ペタ。

摘出ガし容易寸カL困難1カハ貰際ニ手術ヲ行ツテ見ヌト判ヨヌモノデアJレ。？タ困難トカ容易

トカハ比較的ノコトデアリ人冷ニヨツテモ相違スル。ソレデア Jレカラ此ノ様ナコトヲ術式適肱

J判定方法ニスJレノハ貰際上ニハ用ヲ鶏サヌ， L.[[:f:;ノ術式デ出来ナ f様ナ腎摘出ハ共他ノ如何

ナル術式デモ出来ヌ＇， L此／術式デ／組織損傷ハ他ノ如何ナル術式ヨリモ最小デアJレ1 ト主張

スJレノデアルカラ徹頭徹尾此ノ超腹膜腎切調術ニ嫁ルペキモノデアJレ。所謂摘出容易ナJレモノ

ニ従来ノ斜切開法ヲ行フ方カ。超腹膜腎切開法ヲ行フヨリモ何カ利黙がアJレノデナクレバ襖井君

等ノ主張ハ筋ガ通ラヌコトニナ Jvo A韓摘出容易ナ Jレ腎臓ダトカ摘出困難ナル腎臓ダトカ共様

ナ腎臓ハ壊術的ニハ無イモノデアJレ。（本術式ハ米子ノ都合博士カラモ護表サレタ）。

41)硬式・軟式胃鏡＝ヨル胃疾患J診断

名大桐原外科 桐原員一，朝比奈徳一，安間 捷

遁加胃鏡＝依JI-幽門観察Z就テ 名大楠原外科安間 捷

曾ツテノ綿曾デ宮城氏（九大）ガ胃鏡ニ就テ譜表シタコトガアル。共頃カラ思フト器具等ハ

大分進歩シテヰル。然シ幽門ャ胃内小病礎ヲ認知スルノ困難ナコトハ依然トシテ種ラナイ。

早期診断ヲ必要トスル胃痛ノ初期費見ヲ之ニ頼Jレコトハ不可能デアリ叉大壁ナ誤ヲ来ス基デ

ハ無カラウカ。

42＞切除困難ナル胃及ビ十二指腸潰帯二割スJI-姑息的胃切除術＝就4テ

熊大東外科 勝屋弘辰，山田政信

術式及ピ結論ニ針シテハ別ニ Neues ハ無4，ガ併シ何事ニヨラズ斯ク F如ク営リ前ダト考

へラレテ無批判的ニ行ハレア来タ従来ノ：事柄ヲ捕へテ再検討シ，認識ヲ新タニシテ改良ヲ促ス

コトハ行』了者リカナテ来タ踊末外科ヲ新タエ見直シテ夏ニ進歩へノ途ヲ取ラセルニ必要ナコトデ

デ Jレ。

44）小腸J吻合術式Z開スル賓験的研究（第1報） 九大後蟻外科 八木九州男

此ノ貰験モ従来ノ術式ノ再・検討デアJレガ，軍ニL抗張力1トfフ物理事的保件ノミデ結論的ニ

云々スJレハ宜シクナィ。

48) Ampulla recti J異常携大ハ何ヲ意味スルカ 京大外科 庄 山 省 三

吾々外科欝／日常多クi宜過ス Jレ疾病ノ 1ツノ徴候デアリ．且ツ又容易ニ検査シ得Jレモノデア
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リナガラ，多ク f人ハ此ノ事賓ヲ無硯シテ何モ考ヘテ居ナイ。 トコロガl:Eill君ハコノ誰モカ不

問ニ附シテヰJレコトヲ捕へア明快ナ解樺ヲ興へタ。

賓際近時ハ斯様ナ方面ノ研究費表ガ製曾カラ蔭『潜メテ来タ。ドウシテモ診断・治療・1象防ノ

上ニイJfJ等カ進歩ヲ企テ Jレ様ナ琵表デナクレバ面白クモナ 4シ，役ユモιタナ 4。今後曾長モ曾

員モ飴程此黙ニ注意セネバナラヌ。

Goethe ノ言ツタコトニ“ DerMenschheit Schnitzel kriiuseln”ト言 フノヵ・アルガ，一生懸命

ーナツテ L紙屑1 ヤ ιカンナ府1 ヲ熔キ曲ゲタトコロデ，ソレがL人生1ニ針シテ何カ役ニ.－.・，：ツ

ヵ？ 何ノ役ニモ立タヌノデア Jレ！ 研究的努力ヲスルニモ診断・治療・致防ノ何レカニ闘係ア

ルコトヲスJレガヨ fシ，サセルガヨ 4。若キ謬徒ノ研究的努力ヲ1疑問ノ ；地ニ磨セシム Jレコトハ

一種ノ ；罪悪デアル。

49）ヱツク氏震予L犬ヲ以テセ＇＂ L－｛レウス＇J研究 城大小川外科、 高田誠一

50) L －｛レウス1時胃液分泌充進ト」4レウス1中毒症棋設現＝就4テ

城大小川外科 金 品 鑓

追加 Parabiose-Ratteヲ以テセ＇＂高位腸閉塞 J賓験的研究

城大小川外科 朴 乾 源

三者トモニ城大小）, ，外科ヨリ／提出テ‘小川教授ノ従来ノ提唱， 11!Pチ Histamin+ Xナルモノ

ヲ PrimiiresIleustoxinデアルトシ，コノモノハ閉塞下部腸管カラ生成サレ，其他ノ各種臓器組

織ニ於テモ形成作用ガアJレト強調シタノデアル。

之ニ劉 シデ阪大岩永外科ノ数氏jf立ツア．小川教授等ノ言フ XナJレ Histamin様物質トハ，

彼等ニヨツテ化接的ニ reinニ darstellenサレ得タ Histaminaseデ・アルト喋々シ，叉 Histamin

ハ閉塞腸管上部ニ於テ産出セ ラレJレモノデアルト駁シ立テタ。ソノ結果小川，岩永南教授が立

ツテ論ジタガ，岩永教俊ハ Histaminー黙張h 小Jll教授ハ高位腸閉塞一知張リデ討論デハ型軽

ク才互ニ勝手ナコトヲ喋ペリタテタノデアル。ソレデ瞳回数授ガ笹へ粂ネタラシク起立シテ，

昨年此ノ問題ヲ宿題トシテ措賞シタ闘係ガアルノデ『Li レウス「ノ毒素， ソレハ何物デア Jレカ

知ラヌガ兎ニ角共ノ：毒素ハ閉塞腸管上部カラモ出来Jレシ又，下部カラモ出来ヨワ。然シ旺門デ

垣笠互盟峯サレタトスJレナラパソノ下部ニハ毒素ヵ－出来ヤクニモ出来ヌ』（一同大笑） ト言ツ

タ。

研究モ凝リ過ギJレト此ノ様ナ討論デ無手勝流的＝帥座ニヤ ラレテ了 7n 堕回数授ノ討論ハ寅

エ鮮カデアツタ。コレデアJレカラ壊曾ハ慶メラレナ 4。

J::Iis.t~min ャ J::Iist~rnin3:~e ャ其ノ出来場所／上カ下カナドハ ~l~.ll~ J 訟断・治療・議防ニ向

ツテ行会クμすL紙胃7カ’ーιキー竺ナ府「ぞノ様±モイ7・アJレ。ソレヲ何年モ費シテ何人掛リ，hテ

彼方へ捲キ．此方へ曲ゲテ見タ所デ Meo.schheitニ向ツテドノ位ノ問ニ立ツノデアJレカ。
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第三日 ムム子

第三日午前ハ畠様突起炎及ピ腹膜炎ニ閥スル演題ガ可成リ多ク，遁加が「積出シ相営賑ハツタ。

轟枝突起炎ニ闘ス Jレモ J：デハ

51）施娠ト轟様突起炎＝就テ 慶大若林研爾

52）畠様突起炎J統計的観察 東大盛岡外科 佐伯重治（外 5名〉

遁加2, 念性晶樟突起炎Z劃ス＇＂余等 J治療方針ト其J成績

東京深川病院 稲 田 保，近藤寄ー

ナドノ演説ガアツタ。

51）若林君ノハ13年間ニ庭置 シタ3699例中姫娠＝闘スル統計的観察デア 9' 52）佐伯君ノハ

11少年ニ治療シタ本症， 2218例ニ就テ／指標Jナ4漫然タル統計的観察（？） デアル。之等ノ

統計ノ結果，何事モ観察サレズ，積徳的ニ新シク高調スル何物モナ九症例ノ；多 fノニ驚イタ

ナド言フ人モアツタガ吾等ハ皐術上何等ノ得Jレ所モ無4ノニ呆レタ。

52）遁加2。踊回君ノ潰説ハ前 2氏ノ無駄骨的統計ニ比較シテ遁カニ面白 4。L畠様突起炎ハ

診断ノ附キ究第，時期ヲ濯パズ手術ヲ行フ1 ト言フ方針J下ニ 4ク年間ニ 595例ノ手術ヲ行ツ

テ其ノ成績ヲ統計ニ匡シタモノデアル。共ノ結果，此／ ：方針ハ L遁首ナ Jレ方、法ト注意トヲ以テ

スレパ所謂 Intervalloperati::m－...デ不安ナル経過ヲ待ツヨリモ却ツテ安全デ経過日数モ短縮サレ

ル「コトヲ誼明シタト云ブノデアル。此ノ統計ハ注目ニ値スル。

53）毒性腹膜炎J心臓＝及ボス膨響（心臓働作電流計ニヨル費化）

岡山聖書大津田外科 卒 井 出 正 三

賓験的腹膜炎（犬）ノ心臓働作電流計闘（E.K. G）ノ嬰化ヲ園窪ノ Lfンク1式心臓働作電流

計デ観察シタモノデアル。 L其ノ結果認メ得タ費化（心臓刺載傍導時間及ピ T波ノ費化）ハ腹膜

炎初期＝於テハ限局性ノ内臓血管充血ニ依Jレ心臓ノ血墜下降＝因Jレモノトナシ，腹膜炎後期ユ

於テハ直接心臓ニ影響セフル、矯ナリト考フ1 ト云フノデアル。唯ダソレダナノ：事デアル。此

J賓験結果ヲ腹膜炎J診断或ハ治療＝知何様Z利用ショウト云フJデモナ4。之デハ章一 E. 

K. G.ノタメノ E.K. G.デアルト見ラレテモ致シ方アJレ－...1。

元来L-f ンク1式装置ハ曲線描壷時ノ Inertia（慣性）ガ大デアル馬メ精密ナ研究ニハ不遁営ナ

モノ タ・トサレテヰル。日佐グ持運ピガ便利デ且ツ硯テヰJレ中ニ曲線jf描カレル Jデ窮民現象ノ手

数ガ省ク Jレト云 7利鮪ハアJレタレドモ，之トL精細ナ研究ニ不通嘗グ1 ト云7大キ 4献黙トヲ差

引キ勘定スル詩ニハユカナイ。

従来知ラレア居Jレ種々 ナ JレCardiographie I- Ink式トヲ比較シテ Ink式ガ何ノ位ノ能力ヲ

示スカヲ明白ニスルトカ或ハ絞線電流計式ノ接置ヲ以テ精確ナ研究ヲ積ムトカシテ貰ヒタ 4。

ソレデ無イト皐術ノ進歩ニハ何ノ役ニモ立チハセヌ。紙屑ヲ機械デ拘ゲテモ指先キデ曲グテモ
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Menschheitニ向ツテ役ニ立タヌコトハ同一デアル。

55）追加大腸菌尿中移行J臨床的意義＝就テ 京大外科 佐々木義孝

軍隊式演説デヨク分ツタ。 L健常尿中ニ大腸菌ヲ謹明シタナラパソレハ大腸菌乃至共他雑菌

ニヨ Jレ腹膜感染ノアル謹嫁ダ寸ト云フコトヲ臨床的及ピ貫験的ニ立誼シタモノデアル。悲ニ念

性腹膜炎及ピ腹膜炎ヲ護生ス Jレ虞アル疾患ノ診断上重要ナル 1ツノ新シ ・i:嫁リ所ガ見出サレタ

誇テアル。吾人ハ賞用慣値ノ零デアJレ1000／動物質験ャ何高何千ノツ－.－ 7ヌ統計ナドヨリモ

1ツデモ新シ 4臨床的臆用ヲ貴プモノデアJレ。

同君ノ演題ハ曾長ノ ；不注意ノ鶏デアJレカ危ク抹殺サレ様トシア聴衆ノ：再三ノ注意ニ依ツア始

メ対すハレJレニ至ツタモ／デアJレ。ツ？ラヌ演説ヲ取上ゲテ，此ノ J様ナ演説ヲ置キ忘レ様トス

ルノハ遺憾ナコトデアJレ。

56）穿孔性腹膜炎J治療，附，吸引療法＝就テ 長野 小池百戒

演者考案ト橋スル往診月1軽便吸引器（自持率用空気Lポンプ寸／鱒ヲ逆ニ取リ附クタモノ）及

ピ排膿管ノ供覧ガ主デアツタ。化膿性腹膜炎ノ治療ニ首ツテ排膿法ハ必然的重要ナル庭置法ノ

1ツナ Jレコトハ今夏言ヲ侯タナ九日常軽便有放ナ排膿法ノ必要ニ迫ラレJレヨトガ屡そアJレ。

平生従来ノ排膿法ノ吟味ハシテ居テモ， fずトナ Jレトツイ慣レ来ツ夕方法ニノミ頼リタクナ Jレ

モノダ。改良ヲ思ヒ間ナパ断然直チニ試作シ試月1スJレト云フ傾向ハ貴イモノデアル。何デモ賓

行，賞現ニ限ル。

追加1, 晩期念性i凡震性腹膜炎＝劃スル腹腔持績洗練法＝就テ

岡山榊原 享（外 3名）

這加2. 念性腹膜炎J一新提活 金津瞥大石川外科 木 村 展

此ノ遁加ハ何レモ腹腔ノ持績制康法デ一新療法ト銘打ツ程新シイ濁創的ナモ／グハナ 4。

榊原君ノハ晩期急性汎渡性腹膜炎（演者ハ之ヲ最早他ノ一切ノ：方法ヲ以テシアモ手ノ蓋シ様

ノナ f腹膜炎ト云フ）ニ自働保温装置ヲ通ジアLアドレナリン寸加（熱）食堕水（40°-37°C)ヲ以

テ持績洗瀧法ヲ行フト云フノグアJレ。

木村君ノハ洗樵液ヲ 0.05%ー0.5%Lクロラミン＇ T溶液加（；・令）食堕水ヲ以テスルノデ然カモ

限局性ト汎護性トヲ問ハズ凡ソ念性腹膜炎ニハ片ツ端カラ此ノ所謂新療法ヲ行フト云フノデア

Jレ。金j撃アタリノ：新聞ニデモ特筆大書サレサクナ偉ィ新療法デ御座Jレ。

榊原君ノ演説態度ハ石山幅二郎君ト相並ンデ， 4ツモ元気横溢，男性的デ，簡潔要ヲ得ア居

テ， トテモ気持ガヨイ。京大外科教室員モ之ヲ見習フガヨ f。毎年何カ護表ス Jレ所亦活気アJレ

臨床家トシテ敬意ヲ表サレテヨ f。又追加演説ノ不足ヲ補フ鵡メ別紙印刷物ヲ演説前一般曾員

＝配布スル底ナド自己ノ演説エ劉スル熱意ノ程モ偲パレテ嬉シク思ハレタ。小池氏ノ質（愚）問

エ針スル膝答振リナド鎧袖一鮪ノ慨がアツタ。

併シドノ様ナコトヲシテモ腹腔内ノ膿ハ残ラズ出Jレモノデモナイシ，亦全部排膿セキパナラ
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ヌ必要モナイモノデアル。膿ガアルノデコソ菌ガ死滅モシ消失モスルノデアJレ。此ノ揚合ハ排

膿ヨリモ温熱ノ方ガヨリ多ク治療的ニ作用ス Jレモノト考へキバナラヌ。

宿題報告急性腹膜炎 名大河石九二夫助教授

京府大 横田浩吉教授

本問題ハ外科瞥ニ取ツテ特ェ闘係ノ深4モノデアル。雨氏ハ如何ニ此ノ難問ヲ解決スルヤ，

雨氏 1少年ノ努力ニ依ツテ特ニ治療ノ方面ニ於テ如何ナル新天地ヲ査中ニ開拓セルヤ。期待ハ

大キク，興味ハ深4。聴衆堂ニ溢レ丈字通リニ立錐ノ飴地モ無カツタ。

河石助教授先ヅ演壇ニ立ツ。氏ハ基礎醤事篇ト臨床篇トニ分ツテ 2時間半，一滴ノ水モ飲7

ズ酒々泊々ト~ぺb；テタ。

イ旦シ共ノ内容ハ 1綜説ニ過ギナィ。宿題報告トシテ f努力ハ認メ Jレガ事術的慣値ハ遺憾ナガ

ラ少シモ認メラレナイ。『X線デ液商像（Spiegelbild）ヲ立誼シテ診断ヲ下シ仰臥位デ一番低4部

ニ排液法ヲ施セ』ト云フノガ最後ノ結酔デアル。地方ノ田舎開業醤ニ向ツテハコレ位ガヨ 4カ

モ知レヌガ日本外科事曾ノ宿題報告ヂハ少々ナサクナ f。『膿ハ是非トモ全部完全ニ排除シテ

了ハネバナラヌモノ』トノ考へガコピリ着fテ居ツテ，炎症病理撃上，膿球ノ I喰憧作Tl1上ノ必

要性＝想到セヌノハ根本的＝遺憾デア Jレ。

演説態度ハ立波デイカサ 7 大畢的デアツタカモ知ラヌガ，演説内容ハ貧弱デ，何等研究的／

頭脳ガ働fア居ラズ，？ルデ幼稚園的デアツタ。演説毛聾ガ小サク語尾:Jl不明デソレニ圃表ガ

紙製デLガサガサ1音ガシテ不快oL徒ラニ多過ギJレ表寸ト L演者1 トノ連絡不統一デ強行練習不

足ノ跡が見エテ，後字全ク欠仲ヲ禁ジ得ナカツタ。

横田教段ノ報告ハコレハマタ近年稀ニ見ルJ／：祇ナ内容ヲ持ツテヰタ。氏ハ元来能鰭ナ方デハ

ナ4，俗耳俗目デハ演説態度ハ前者ニ如カナカツタカモ知レヌ。然Jレニ3時間能ク抵衆ヲ倦7 シ

メナカツタノモ全ク内容ノヨサニアツタ。前々タル一言一句，津々タル新味Jゲアツテ Professor

ノ貫録ハ遺憾ナク費時セラレタ。泊々ト流レテモ下水ハ下7.k，滴々ト落チテモ深山ノ清水ハ清

水ダトノ感ヲ深カラシ d タ。

内容ノヨサトハ始終一貫シタ IdぽノアJレコトダ。此ノー鮪ガ印チ近年稀ニ見Jレ名報告ト棉ス

ル所以デア Jレ。急性腹膜炎ト云フ康汎ナ Jレ問題ヲ捉へ来ツテ，『本病ニ特有ナル血行障碍ト胃

腸運動障碍トノ討究』ナル目標ヲ以テ終始貫徹シテ居Jレ。

日fl チ質験的方面ニ於テハ此等ノ特有ナ ）~障碍ノ 81＊ヲ明カニシ，之ヲ除去スル方法ヲ追究シ

テ治療方針ヲ確；ο：シ，臨床的方面ュ於テハ此ノ方針 J下ニ治療シテ果然立波ナ成績ヲ事グテ居

ル。員ニ世界外科事界ニ於クルー偉観デアル。

之ハ先年大津助教授ガ食道外科ノ宿題報告・／際ニ年＊烏潟教授ノ主張タ JL卒座開胸術ニヨヅ

テ食道外科建設ノ礎石ヲ据ヱタノト好一針，近年宿題報告中ノ雨花形デアル。自分等ハ今岡ノ

横田教授／報告ニ針シテ高腔ノ敬意ヲ務r.フ者プアJレ。但シ聴衆中専門家デナ f者ニハ少々難解
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デアツタカモ知レヌ。ソレダヅ此ノ報告ハ真ニ事術的i買値ノ充賓シタモノデアツタ。

横田教授ノ演説ハ閥西癖丸出シデ然カモー賭飾リ気ノナ f真面目ナ鹿，自然ニ筆者的態度ガ

現ハレテ居テ誰ニモ好感ヲ興ヘタデアラワ。唯惜シムラクハ聾ノノj、サカツタコトデアJレ（河石

助教授モ同様ノ非難ハ菟ガレナイ）。

如何ニ立波ナ業績ヲ護表シテモ聴キ取νヌ人ニハ役ニ立タヌ。惜シ 4コトテ‘アJレ。千里ヲ遺

シトシナイ聴衆ノ矯メニヨた同カラハ是非「擁護器』ノ設備ヲ必要トス Jレ。コレハ次同曹長へJ註

女子7Jh

がJ石，横田雨氏ノ報告形式ニ共通的ナ昧黙ガアJレ。ソレハ貫験的方面ノ報告（紹介）ガ繁ニ過

ギ，長キニ亙ツタ事ダ。何時モ報告者側デハ L時聞がアリ？センカラ...・H ・－・寸ト度々 嘆聾ヲ漏

ラシ，曾員（曾長）側デハL時間ヲ短縮シテ下サイ寸ト叫ピタクナ Jレノモ貫験報告ノ繁雑ニ過ギル

タメデアJレ。

吾々曾員カ「此ノ宿題報告ェ期待シタモノハ『診断ト治療』ノ方面ニ於テ何等カ／進歩ハナキ

ャ，師チ進歩シタ臨尿的方面ノ詳細ナ報告ヲ期待シタノデアルo 報告三烹里主7動物責験；tf聞ニ

置クコトハ本末願倒デアJレ。

現ニ河石助教授ノ 2時間竿，横田教授ノ 3時間ノ中，大部分ノ時間ハ賓験的方面ノ紹介ニ取

ラレテ居ル。河石助教授ノ斯様ナ時間ノ分配ハ或ハ設定ノ行動デアツタカモ知レナ f。横田教

授ノ貫験成積ハ直接臨床的方商ニ影響ス Jレモノデアツテ河石助教授ノソレトハ多大ノ差ハアル

ーモセヨ，貫験的方面ノ紹介ガ長キニ失シタトノ非難ハ前者同様発カレナ f庭デアル。

前者ハ基礎曹墜篇デ長時間聾ヲ搾ツタ結果肝心ナ臨床篇デハ最早ャ聾ガ立タナクナリ演説ハ

益と轄キ苦シクナツタ。一方聴衆一同ハ唆ミ殺シ終ヘナ f欠仲ト眠ム気ニ悩マサレルカラ，ヤ

ツト演説が終ルト共ノ瞬間自制心ニ揃庫ヲ来シテ曾場内ヲ忽チ煙草ノ煙幕デ包ンデシマツタ。

5分間／休憩時間デハ換気モ出来ナイ 7 、ニ突演者ハ演壇ニ立タサレタ。

今後ノ宿題報告者ニ望ム，賓験的方面ノ紹介ハ出来ルダク簡輩ニ遁ベラレヨ。之ガ希望ノ第

1デアル。

モたニ今 1ツ．今後ノ報告者二希望スJレコトガアル。ソレハ墜曾 3日間ニハ宿題ニ関係アル演

説ガ必ズアJレ。之等ノ演説ニ封シア宿題報告者ハ其ノ：報告演説中ニ簡軍ナ Jレ批判ヲ試ミラレタ

ィ。宿題報告前ニナサレJレ此等ノ潰説ハ必ス多クノ人カラ関心ヲ持タレア居Jレ部分ニ相違ガナ

ィ。従ツテ此等ノ演説ノ裏面ニハ報告者ニ針スル間接ナ質問ガアリ，時二ハ明カナ挑戦サヘモ

含7 レテ居ル。此ノ質問ナリ挑戦ナリニ向ツテ宿題措営者ハ一言アツテ然ル可キダト思フ。演

説時間ノ使ヒ方ヲ此ノ方面ニ向クラレテハドクカ。 『宿題ニ闘係アJレ演説ノ簡軍ナル批判』之

ぞ今後三宿題．櫓賞者ーニ針ス•.JV.者i望／第2デオfト。

今年ノ閉曾ノ光景ハヨカツタ。第1，赤岩曾長ノ閉曾ノi辞ガ気ニ入ツタ。『本豊島曾ノ演説ハ直

接臨床的問題叉ハソレニ闘係ス ）！.－ モノガ多カツタ。帥チ買験的方面モ許証次臨床的方面ニ向ヒツ
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ツアリ，或ハ向ハントスル努力ノ認、メラ Jレ、モノ、多クナツタ駐ハ日本外科墜曾ノ矯メ欣快ニ

桂へナ f。然シ外園ノ此ノ傾向ニ比較シテハ向多少ノ遜色アルヲ発レナ 4。今後径と此ノ傾向

1助長ニ努力セラレンコトヲ望ムJIJ-n コレハ曾員一同ノ大ニ言ハント欲スル所デアツタ。

明年ノ謬曾カラハ臨床ト闘係ノ無イ演説ハ極度ニ制限スルコトヲ安岡曾長＝御願ヒシテ置

ク。（完）

附 記 0 0 子

印刷校正中三本間武吉氏ノ日本外科事曾縦横記（五）ガ届イタο ソレニハ 30）「アクロメガリ

ー」手術治験例（荒木千里）ノ報告ニ針シテ，「貫際ニ荒木君ガLメス1ヲ執ツタカ或ハ烏潟教授

ガヤツタカ云々」ト遮ペテヰJレガ，手術操作ハ始メカラ終リマデ荒木講師ガシタノダアJレ。否，

荒木講師tlサセテ貰ツタノデアJレ。

京大デハ一切ハ教室主任C現在デハ磁部・烏潟雨教授）ノ主宰ノ下デ行ハレテ，一切ハ「京大

外科」ガシアヰJレコトト理解サレテヰルノデアル。

コレハ猪子・伊藤雨教授カラヲlキ繕イダ教室ノ大方針グアツア，大津助教授ニ針シアハ雨教

授相談ノ結果『食道外科』ヲヤラセ Jレ嬬ー 2ツノ講座ノ材料ヲ全部同人ェ輿へテ研究サセタモ

ノテア JL，。

荒木講師ニ向ツテモ亦タ然リテ， 4年前カラ『荒木講師ハ脳脊髄外科ニ就テ研究スペシ』ト

雨教授カラ命令ガ下サ片岡講座ノソレニ闘スル材料ハ差支へ無4限リ営該教授カラ同講師ニ

輿へラレテ，ソレニヨツテ荒木講師ハ不断ノ努力ヲシテヰル弐第デアJレ。

京大外科室デスルコトハ決シテ（教授・助教授・講師・助手等）一個（私）人ノ名聞トカ喧停トカ

ノ嬬デハナ 4。教授ハ一定ノ方針ヲ授ク自分等ノ血ト肉トデアル臨床材料ヲ割キ輿へア，斯道

ノ進歩ノ：馬ニ後進ヲ養成シテヰJレ次第デアJレ。何人ニデモサセレパ出来Jレ程ノコトトハ知ラズ

ニ「誰ヵ・執刀シテ手術ヲシタカ」ナドノ詮議立テハナサタナクナ Jレ。

教授ャ助教授ヤ講師・助手ナドガ『アノ手術ハ乃公ガシタ。乃公ガス Jレ。他ニハ出来ヌ。他

ニハサセヌ。』ト争ヒ競フ様ニナツテ上下交々名（？）ト利（？）トヲ取ル様ニナレパ，員個ノ教

室モ出来ナ 4シ，真個ノ事術モ護建スル諜ハナ 4。

京都外科集談曾

4月例曾

京大業友曾館ニ於テ 4月20日午後 6時竿ヨリ開曾，下記／臨床例報告ニ次デ井上博士ノ講演

ガ「アツタ。

臨 床 例

下腿肉腫ノ肺臓輔移（X線馬貫供覧） 内藤行雄君
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診断上興味アリシ子宮筋腫ノ 1例 山中四郎君

癌ノ骨縛移 吉田矢八君

男性ニ見タ Jレ乳癌ノ2例 内藤行雄君

偏側性民性汎費性乳房肥大症ノ 1例 市川博信君

縦隔寛X線診断上ノ：食道ノ；地位 磯謹昌治君

陳蓄性先天性股関節脱臼ノ治療成績 亡ti 玉目Ji:: 博 士

化膿セJレ謄嚢乳噴欣嚢欣腺腫ノ 1例ニ就テ 名古足市民病院山 崎 動君

2, 3 J臨床例 波多腰博士

特別講演

早期腎臓結核ニ於Jレ勝脱饗化 井上五郎博士

5月例曾

京大紫友曾館ニ於テ 5月21日（月）午後 7時ヨリ開曾，下記ノ外国雑誌抄譲ニ弐ギ臨床例報告

アリ，亦縮問題ニ閲シテ皮！前科教室小笠原登氏ノ講演等アリ，盛曾デアツタ。

雑誌抄讃

腫蕩射出後ノ ltrli臓創面ノ j蓮置ニ就テ

轟様突起ノ自然切断

動静脈吻合ニ就テ

肺結援ニ就テ

品様突起炎手術エ就テ

限局性脊髄膜炎 J1例

追加

稀有ナル斜讃ノ 1例

上部空腸結接ノ 1例

臨床 例

病因ヲ誤解シ '.l!）レLfレクス， J 1例

特別講演

予ノ統計ヨリ見タ Jレ2,3ノ縮問題

嚢

入曾

幸R

井口洋 :q..：.君

磯謹昌 i台君

安江高助君

田島猪三夫君

字 明’ 克君

I司 橋 君

荒 〉十三 講 削i

稲 本 晃君

葱 雄君

藤原紫郎君、

小笠原講師




